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２０１６年１０月度テーマ ； 野外の料理（おかしづくり）

「ハチドリの一滴（ひとしずく）」 スカウト諸君へ
１１月の活動予定		

ハチドリの一滴という南米アンデスに伝わる次のようなお話があります。 テーマ ； どこまでも行こう
活動目標 ； 班活動を通じて、自分の役割と責務を果たすことを学ぶ。

森が燃えていました。 プログラム ； ハイキング
森の生き物たちは、我先にと逃げていきました。 ソング ； どこまでも行こう
でもクリキンディという名のハチドリだけは行ったり来たり。 日時 場所 集会 内容 備考
くちばしで水のしずくを一滴ずつ運んでは火の上に落としていきます。 11月　　日 千種コミュニティ班長会議 隊集会について 日時調整中

動物たちはそれを見て 11月　　日 千種コミュニティ班長訓練 ﾊｲｷﾝｸﾞ、計測技能日時調整中

「そんなことをしていったい何になるんだ」 11月　　日 千種コミュニティ班集会 ﾊｲｷﾝｸﾞ、計測技能日時調整中

と言って笑っています。 11月20日 ヨーカドー 奉仕 ユニセフ募金
クリキンディはこう答えました。 11月27日 野営場 隊集会 ﾊｲｷﾝｸﾞ
「私は私にできることをしているだけです」

ハチドリ クリキンディの行動とともに「スカウトのちかい」を今一度 10月度隊集会から
思い出してみましょう。 野外の料理として、お菓子作りに

スカウトは、自分のつとめ、他へのつとめ、神へのつとめが大切です。 挑戦しました。

自分たちでメニューや食材を決めて

新駐車場完成 自分たちで役務分担をして挑みました。

ご飯とみそ汁をつくるだけで苦労して

6月頃から開拓してきた新駐車場が完成しました。10月央をもって、 いた一年前と比べると、皆で大幅に

従来の駐車場土地を返却しました。 成長しています。この日つくったのは

今後、野営場も併せて移設予定です。セレモニー広場や班サイト、 ツイストパン、大学いも、生キャラメル。

資材倉庫用地も今後開拓予定です。 いろいろな料理に挑戦することで、自分

より良い野営場を開拓していくために多くの人出が必要です。 たちのスキルや応用できる幅も

多くの保護者とともに、カブスカウトたちも手伝ってくれています。 広がっていきます。今後の糧になって

残念ながらまだボーイ隊スカウトを見かけることがありません。 ほしいと願っています。

ボーイ隊スカウト諸君 君たちの活躍できる場が待っています。
自分たちで計画し行動しよう。
保護者の皆様もご支援、ご援助をお願いいたします。 年間活動計画ができました

昨年までよりもスカウトが作る部分を大幅に増やしました。班長が班員のニーズを引き出して、
ほとんどのスカウトは、野営場へは、保護者が送迎がなくとも、 当隊スカウトの、スカウトの提案による、スカウトが楽しみ育成するのための年間プログラムです。
自転車で往復できる範囲に居住しています。多くの先輩スカウトは より良き活動を展開していきましょう。
自転車で野営場への道のりを往復していたと聞いています。


